
昨年は「霧中クラブ」結成三年目を迎えて、

これからの行程に一応の路線が敷かれた年とな

りました。"施設整備グループ"は、地元粟屋ま

ちづくり協議会に協賛しての「高谷山一斉清掃

への参加。資材等の助成を戴いての展望台塗装

作業。三次市にお願いして濃霧でも確認できる

道路標識の設置。"予測情報グループ"の「霧の

海予報し隊」はメンバーも増え、的中率も結構

なものになってきました。ネットで流れる「予

報」を見て展望台へ来られるフアンも少なから

ずありました。
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●平成１9年度のおおまかな計画に

　ついて話し合いました

平成１８年度を振り返って

霧中クラブとは・・・
　三次名物「霧の海」を全国の皆さんに知ってもらおうと霧の海が好きな人が集まり、

２００４年３月に発足しました。私たちは、三次・霧の海の素晴らしさを知っていただ

くために、霧の海の予報、霧の海作品展など楽しいイベントやＰＲ活動を行っています。

霧中クラブでは、もっともっと仲間を増やして、まちおこしの輪を大きく広げていきた

いと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　 <霧中クラブ会員より>

　霧中クラブの開催の準備をはじめ、霧中クラブで企画立案された内容の実現に向けて、

国土交通省と三次市には、サポートをお願いしています。



"イベントグループ"は、十日市自治連と提携しての「霧の海開き」で、粟屋まち協の応援や、

各種サークル団体の協力を頂きながら初冬の風物詩として皆様に認知して頂けそうです。又

「霧の海作品展」も絵画・詩歌・写真・活花等の展示と、ネットＡ趣向の全面協力によって

好評を戴くことが出来ました。

三次の霧の海を見に、大勢の人たちが高谷山へお越し頂けるように頑張った一年でした。

展望台掲示板備え付けの「メモ帳」を見ると、実に沢山の人たちが、しかも遠方からお越し

いただいていることが分かります。

せっかくはるばるやって来たのに霧の中で何も見えなかったとか、霧は無かったけど三次の

街が一望出来て素晴らしかったなど、自然現象が相手なので望みどおりの霧が見えないことも

度々ですが、それでも大多数の方が、次は絶好の霧日和に来たいと書き込んでおられます。

大自然を操作することは出来ませんが、駐車場とかトイレとか道幅とか、人の力で環境を整

備してせっかくのお客様をお迎えすることは可能です。しかしそれは生易しいことでもありま

せん。そんな大変なことなどにも今年は取り組んでいきたいと思っています。

平成１９年度の取り組みについて
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国土交通省 中国地方整備局

三次河川国道事務所 調査設計課

〒 728-0011 三次市十日市西６丁目２番１号

三次市自治振興部まちづくり推進室

観光・地域交流グループ

〒 728-0011 三次市十日市西６丁目１０番４５号
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